
『文化観光懇談会』

中間的報告

平成１８年８月



第３回

日時：平成18年6月14日（水）10:00 ～ 12:00

議事項目：1.平成１７年度に実施した文化観光に関するプロ

ジェクト等の結果について

(1) 日本の庭園から日本人の美意識・自然観を

学ぶモデルツアー

(2) 文化観光の集い ～違いを認める文化～

(3) その他

2.ケーススタディ：文化観光ガイドの実践例

ＮＰＯ法人 遊悠舎京すずめ 土居理事長

文化観光懇談会の概要と開催状況
【開催趣旨 】
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（座長）赤坂憲雄 民俗学者・東北芸術工科大学教授

岩井國臣 参議院議員・国土交通副大臣（第１回まで）

梶原 拓 前全国知事会会長・前岐阜県知事

神崎宣武 民俗学者・旅の文化研究所所長

清水愼一 （株）ジェイティービー 常務取締役事業創設本部長（第２回～）

千歳 栄 民俗史家・千歳建設会長

中沢新一 宗教学者・多摩美術大学芸術人類学研究所所長

中西 進 比較文学者・京都市立芸術大学長

政所利子 （株）玄 代表取締役（第２回～）

柴田耕介 国土交通省大臣官房総合観光政策審議官（第２回～）

（顧問）河合隼雄 臨床心理学者・文化庁長官

【メンバー 】

【開催状況 】

第１回

日時：平成17年７月14日（木）14：00 ～ 16：00

議事項目：1.文化観光の意義について

2.文化観光に関するプロジェクトについて

3.今後の進め方について

第２回

日時：平成17年12月8日（木）14：00 ～ 16：00 

議事項目:1.当面の文化観光に関するプロジェクトについて

2.「わたしの旅100選」選定結果について

3.文化観光懇談会の今後の進め方について

○現在、国土交通省では、観光立国実現のため国際競争力ある観
光地づくりやビジット・ジャパン・キャンペーンを通じた日本の魅力
の世界への戦略的発信に取り組んでいる。

○観光による交流を単に一回限りの異文化との出会いにとどめる
ことなく、より深い相互理解につなげていくためには、我々日本人
の日本の歴史や文化への理解を深めるとともに、外国人の視点
をも取り入れて文化観光資源を発掘・活用し、それらを多くの旅行

者に、好みに応じて触れ・体験できるようにすることが重要と考え
られる。

○こうした観点から、国土交通省では、「文化観光懇談会」を設置し、
文化観光の振興について検討を行うこととした。
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○観光立国を実現するため、国際競争力ある
観光地づくりやビジット・ジャパン・キャンペー
ンの展開等を推進してきた結果、近年、海外
から日本への来訪者数が着実に増加してい
る。

○そうした中、より多くの海外からの訪問者に
日本の風土、文化、また歴史に直に触れ、よ
り深く・適切に日本を知ってもらうことが国際
相互理解や友好親善のうえからも重要である
との認識が高まっている。

○一方、そもそも海外からの多くの訪問者を迎
えるにあたり、日本について紹介するためにも
日本人一人一人が自らの風土、文化、また歴
史に対する認識や理解を深めることにより、自
らのアイデンティティーを再確認し、地域や日
本の魅力の発信力を強化することが重要との
認識も高まっている。

○こうした認識に立ち、本文化観光懇談会では、
「日本人自身の日本の歴史や文化への理解
を深めるとともに、外国人の視点をも取り入
れて文化観光資源を発掘・活用し、それらを
多くの旅行者に、好みに応じて触れ・体験で
きるようにすること」を目的に、平成１７年７月
以来３回の懇談会で文化観光の進め方につ
いて自由な意見交換を行い、議論を深めた。

○さらに、これら本懇談会委員の議論を踏まえ、
日本の風土、文化、また歴史を内外に発信す
るための試みを実施した。
・日本の庭園から日本人の美意識・自然観を学ぶモデ
ルツアー実施
・文化観光シンポジウム「文化観光の集い ～違いを認
める文化～」開催

・文化庁が公募した「わたしの旅」プランを活かしたモデ

ルツアー実施、リーフレット等作成・配付



-３-

○今後ともこうした試みを継続することによっ
て、旅行者の関心や知識の程度に応じつつ、
我が国の風土、文化、また歴史に係る由来、
考え方、慣習、歴史的意義などをわかりや
すく解説しつつ日本そのものを理解してもら
うための文化観光を振興することが、観光
立国を進めるうえで不可欠であるとの共通
認識に至っている。

○また、日本文化の特色として、懇談会等で
述べられたキーワードとしては、
・「違いを認める文化」
・「多様性を許容する文化」

・「多宗教・多宗派を許容しつつ、それらに基づく文化」
・「生活の中に息づく文化」
・「自然や祖霊を敬う精神文化」

・「多文化の融合（ﾌｭｰｼﾞｮﾝ）としての所産」
・「極められた繊細さ」
・「わび・さびのように研ぎ澄まされた美意識」
・「非相称性」
・「軽快性」
・「小綺麗さ」

などがあった。
こうしたキーワードを集成しつつ、それらを

活用し適宜に具体的な自然、空間、場、作
品、生活等に即してわかりやすく解説する
ことの重要性と難しさも指摘されたところで
ある。

○これらを踏まえ、今後、本文化観光懇談
会としては、文化観光を実践している人々
から、その知識・経験を聴取するとともに、
そうした人材の育成・支援、文化観光を学
ぶ場の開設等や日本文化の発信力強化
のための方策を探っていくこととしたい。

・ガイド育成モデルツアーの実施

・各地での文化観光講座（仮称）提供

・日本の文化をわかりやすく海外に伝える著名な
「日本文化論」などの一部抜粋（翻訳版）を日本Ｐ
Ｒ冊子の中で紹介

・地域の文化をわかりやすい物語で紹介する冊子
（今までと全く違ったガイドブック）の刊行の検討

・地域における文化観光推進体制の検討
etc.

例えば
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文化観光実践者からの知識・経験の習得

日本文化等を分かりやすく海外へ発信

（著名な「日本文化論」などの抜粋（翻訳版）のＰＲ）

文化観光についての学びの場の開設等

（“面白い”ツアーガイドブックの作成、各地で「文化観光講座（仮称）」等を提供）

解説者・ガイド等人材の育成・支援

（ガイド育成モデルツアーの実施等）

日本各地で多様な
文化観光が展開
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日本の風土、文化、また
歴史に対する認識・理解
を深めることによる自らの
アイデンティティの再確認

ＶＪＣとも連携
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文化観光懇談会提案プロジェクト１
【日本の庭園から日本人の美意識・自然観を学ぶモデルツアー 】
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文化観光懇談会提案プロジェクト２
【文化観光の集い ～違いを認める文化～ 】
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「わたしの旅100選（文化庁）」を活かした観光の展開
「わたしの旅」を活かす検討委員会
●目的

選定された「わたしの旅」プラン等をヒントに、新しい旅行商品を企
画していくための方策、ビジット・ジャパン・キャンペーン等を通じ
た内外への積極的な情報発信等について検討。

●検討委員会メンバー
国土交通省、文化庁、（社）日本旅行業協会、（社）全国旅行業協会、
ＪＮＴＯ、ＶＪＣ事務局

- ３ -

モニターツアーの実施
●特別賞『ひな街道を行く』モニターツアーの実施

実施日：平成１８年３月２３日～２５日
参加者：一般参加者１０名、旅行会社１６名、 （社）日本旅行業協会
２名 計２８名

「庄内ひな街道シンポジウム」開催（国土交通省、文化庁、関係自治
体等後援）後山形県酒田市・鶴岡市、新潟県村上市の“ひな人形”に
係る観光素材を視察

「わたしの旅」応募プランを活かしたリーフレット等の作成、配付
● 「わたしの旅」応募プランに係る照会先等を記載しこれが組み込ま

れた旅行商品を紹介するリーフレットの作成・配付。
部数： １０，０００部
配布先： 都道府県、関係市町村、旅行会社、国際観光振

興機構、地方運輸局、文化庁等

（「わたしの旅１００選」と同一コースではなく、その一部が組み込まれたもの。）

◆「わたしの旅」提唱者である小泉総理が河合長官と「わたしの旅」受賞
プランを利用して平成18年5月に石川・富山を訪問


